

























る. その客観的な検証方法の一つとして「統計検定」がある. まずは，ここ 2，30 年に及ぶ
諸外国の統計教育の再編に関する動き，そして日本における統計教育の現状を述べる.  
1992 年に，米国のその後の統計教育の再編に大きな影響を与えるレポートが二つ出され





① EMPHASIZE STATISTICAL THINKING 
② MORE DATA AND CONCEPTS: LESS THEORY, FEWER RECIPE 
③ FOSTER ACTIVE LEARNING 




































は 2016 年度で終了したが，2017 年度からは後継組織として「統計教育連携ネットワーク
［論文］立教大学における統計教育の改善の取組み (23) 
（拡大版 JINSE）」が設立され，統計検定（JINSE 版）を利用した学習達成度評価のシス
テムは引き続き利用可能となった. この JINSE 版統計検定を利用し，統計教育の改善の動
きをみせる大学がこれから増えることが予想される.  
本論文では，大学基礎課程で習得すべき統計に関する知識や活用力を評価する（JINSE




いる. また，受験者数が 2017 年は 17 名（6 月）と 16 名（11 月），2018 年 6 月は 8 名と，
数量評価をするほど多いわけではないことにも注意する必要がある.  
 






計検定」が始まった. 当初は，統計検定 2 級，3 級，4 級，統計調査士，専門統計調査士 
という検定種別で始まったが，2012 年からは 1 級，そして英国 Royal Statistical Society
が実施している試験が RSS/JSS 試験として共同で実施され始めた（RSS/JSS 試験は 2017
年 5 月の試験をもって終了）. 初期の頃は，試験は年に 1 回行われるのみであったが，2014
年からは，2 級を含む複数の検定種別で，試験が年に 2 回（6 月，11 月）行われるようにな
った. また，2015 年 6 月には準 1 級という検定種別が追加された. 以上のような紙媒体の
試験に加え，2016 年 8 月からは，2 級と 3 級において，コンピュータを使って統計検定を
受検する CBT（Computer Based Testing）方式が始まり，受験可能日も受験方法も多様に
なった. 以下からは，6 月と 11 月にのみ実施されている紙媒体の統計検定 2 級試験につい
て述べる.  
 
















まる中で，教育の成果を評価する仕組みが重要になります.  2011 年に発足した『統計検定』（2
級）は，まず大学における統計教育の成果を測り，統計分野の学士力を質的に保証する手段と
して構想されました」と記載されていることからも，教育成果の検証にとって有用になるよう
意識されている. 統計検定は徐々に社会に認知されてきており，受験者数も 2011 年は 346 名
だったが，2017 年は 6 月と 11 月を合わせて 3084 名となっている（統計検定ホームページ「受
験データ」より）. 受験生は必ずしも学生だけとは限らず，様々な企業の社員，公務員，医師
など多種多様である. 統計検定 2 級試験の試験形式はマークシート，問題数は 35 問程度，試験
時間は 90 分となっており，合格水準は 100 点満点中 70 点以上（難易度により調整の可能性が
ある）とされている（2018 年 10 月時点）. 出題範囲は図表 2 の通りである. これらの内容全
てを学習するには，半期 2 コマ（4 単位）分以上は最低限必要と考えられる.  
統計検定 2 級試験ではどのような問題が出題されるのかを例示する. 図表 1 は 2018 年 6
月に実施された統計検定 2 級試験の問題の抜粋である. この問題に対応するには，仮説検定





図表 1： 2018 年 6 月統計検定 2 級試験 問 13 より 
［論文］立教大学における統計教育の改善の取組み (25) 
3．JINSE 版統計検定 2 級試験 
通常，統計検定 2 級試験の個別の受験生の詳細な回答データ等の提供は受けることはで
きないが，JINSE の連携大学においてはその限りではなかった. JINSE およびその連携大
学は，その詳細な回答データを統計教育の改善に役立てるシステムを整備し活用してきた. 
JINSE の事業は 2016 年度で終了したが，このシステムを継続，さらに拡大するため，2017







教大学は JINSE を構成する会員の一員である. JINSE 版統計検定では一般受験の受験料よ
り安く受験できる割引制度などがある. 
(26) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 5 号 
 
図表 2：統計検定 2 級試験の出題範囲 
（資料：統計検定ホームページ「統計検定 2 級」より） 
 

















































































































































Ⅲ 統計検定に対する CSI の取組み 
 
 立教大学社会情報教育研究センター（Center for Statistics and Information; CSI）統計
教育部会では，年に 2 回行われる（JINSE 版）統計検定のガイダンスおよび受験の申込み
手続きを立教大学の学生に対して行っている. それに加え，受験のための対策も行い，希望




受験予定の学生に対して対策セミナーを開催してきた. この節では 2017 年度および 2018
年度の統計検定試験対策コンテンツについて述べる.  
2017 年度の試験対策コンテンツは，2015 年度に CSI 統計教育部会が開催した試験対策
セミナー（計 4 回）を収録した動画教材をオンデマンド・コンテンツとして視聴できるよ
うにした（図表 3）. その内容は，確率と理論分布，推測統計，回帰分析，分散分析である.  
2018年度からは試験対策コンテンツを段階的に一新した. このコンテンツはオンデマン
ド上で視聴可能な動画およびテキスト教材からなる. 動画教材では，シミュレーション
（VUstat）を用いて，統計的な概念の説明や練習問題の解説を行っている（図表 4）.  
 
    
図表 3：2017 年度統計検定対策セミナーにおける動画教材の一部 
 
 
   
 
図表 4：2018 年度統計検定対策セミナーにおける動画教材の一部 
 
 
(28) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 5 号 





図表 5：2018 年度統計検定対策セミナーにおけるテキスト教材の内容 
 
 
Ⅳ 立教大学における JINSE 版統計検定 2 級試験の結果と考察 
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Summary 
 
Trials of Improvements of Statistical Education in Rikkyo 
University 
:Analysis of Certificate Examinations (JINSE Version) for Statistics of 
Rikkyo University Students 
 
Seiichi Yamaguchi, Kiyomi Tanno, and Kazunori Yamaguchi 
[Abstract] 
Since the early 1990s, a number of countries have worked on systemizing and 
expanding their statistics education to support the promotion of science and technology, 
giving students the opportunity to experience statistical problem solving from an early 
age. However, the statistics education policy in Japan had gone against the trend in 
other countries. In recent years, the course study curriculum for primary and secondary 
statistics education in Japan has been systemized and expanded to improve upon its 
contents. However, university-level statistics education has not changed much, and the 
reform of such education is now considered to be an urgent project.  
The Japan Statistical Society Certificate (JSSC) Examination is a suitable measure by 
which to evaluate one’s level of understanding, such as knowledge and skills of statistics 
and surveys. It consists of 7 parts, which are Grade Pre-1, Grade 1, Grades 2 to 4, 
Survey Statistician, and Professional Survey Statistician. The Grade 2 exam evaluates 
the abilities of statistics that must be mastered in the first and second years’ basic 
courses in universities: for example, being able to construct and to verify the hypothesis 
based on the data collected to solve the problem. 
The Japanese Inter-university Network for Statistical Education (JINSE) was founded 
in 2012, with support from the Japanese government through the Ministry of Education, 
Culture, Sports, Science and Technology (MEXT). JINSE member universities started 
the extended JINSE in order to share their experiences with more educational 
institutions in Japan when MEXT support ended in 2017. Members of the extended 
JINSE, including Rikkyo University, can obtain the detailed response data of JSSC 
examination applicants. 
In this paper, we discuss the results of the JINSE version of JSSC Grade 2 Examination 
by Rikkyo University students, and identify statistical education issues at Rikkyo 
University. 
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